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Ａ.２０１５年３月期第２四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）
（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

７４

２２３

１７４

８，３５７

2014/3期
上半期実績

②

０

１０

２

１９２

差額

⑥＝①－⑤

１１５．７

１１．７

１５．７

１０．０

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

１６０

２４０

２００

９,０００

上半期予想
（5月8日発表）

⑤

１００．４

１０４．２

１０１．０

１０２．１

率

⑦＝⑥÷⑤

ｘ100

８６

２６

２７

８３４

増減額
（前年比）

③＝①－②

１６０
当期
純利益

２５０経常利益

２０２営業利益

９，１９２売上高

2015/3期
上半期実績

①

2）連結経営指標 第２四半期累計 （前年同期実績）

・売上高営業利益率 ２．２％ （２．１％）

・売上高経常利益率 ２．７％ （２．７％）

・ＲＯＥ ６．４％ （２．９％）

・ＲＯＡ ２．３％ （１．２％）

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や天候不順などの影響により、

個人消費や企業生産の一部に弱さが見られたものの、政府の経済施策

による円安・株高を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

物流業界においては、このような経済情勢のなか、国内貨物は、消費関連

貨物の減少に加え、建設関連貨物も落ち込んだことから、総じて低調に

推移。一方、国際貨物については、輸入が伸び悩んだものの、世界経済の

緩やかな回復を受け、輸出は堅調な伸びを示し、全体として底堅く推移。
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４，９５８

１３，７７４

2014/3期

８５

△２９

増減

５，０４４自己資本

１３，７４５総資産

2015/3期上半期

（単位：億円）

Ⅰ. 経営状況

Ｂ.財政状態

△４９３３△１６現金及び現金同等物に係る換算差額（Ｄ）

△３４８２５５△９３財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ）

△３２１２３７△８３現金及び現金同等物の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

１２２１，１３６１，２５９現金及び現金同等物の期首残高

１，３７４

△５０

△２１４

１６４

2014/3期上半期
実績
②

△１９７

７６

２９

４７

増減額
（前年比）
③＝①－②

１，１７７現金及び現金同等物の期末残高

２６フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ）

△１８５投資活動によるキャッシュ・フロー （Ｂ）

２１１営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）

2015/3期上半期
実績
①

Ｃ.キャッシュ・フローの実績

（単位：億円）

◇財政状態

総資産は対前年度末２９億円、０．２％減。

◇キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の期末残高が、対前年度末８１億円減少し、１，１７７億円。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、資金の範囲を変更。

※詳細につきましては、平成２７年３月期 第２四半期決算短信の

Ｐ４（会計方針の変更）「四半期連結キャッシュ・フロー計算書における

資金の範囲の変更」をご参照ください。
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Ｄ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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連結営業利益

◇売上高の推移

対前年８３４億円、１０．０％増加。

夏場に低迷していた荷動きが９月に入って活発化し、「複合事業」セグメントが

盛り返したこと、「重量品建設」セグメントや海外セグメントが好調を維持したこと、

新規連結効果により「その他」セグメントが大きく伸長したことなどが、売上高を

押し上げた要因。

◇営業利益の推移

対前年２７億円、１５．７％増加。

前年対比で、「複合事業」セグメントと海外セグメントが改善したこと、

「販売」セグメントにおいて、輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業の

取扱いが増加したことが大きく寄与。
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Ⅰ. 経営状況

Ｅ.直近５年間の経常利益と四半期純利益の推移
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連結経常利益 連結四半期純利益

◇経常利益の推移

対前年２６億円、１１．７％増加。

◇四半期純利益の推移

対前年８６億円、１１５．７％増加。

「米国集団訴訟関連引当金」の発生に伴う特別損失を第１四半期に３３億円

計上したが、当・第２四半期において、投資有価証券の売却による特別利益

を５１億円計上。

前年に「転進支援措置」の実施に伴い、特別加算退職金を特別損失として

９７億円計上していたため、大幅な増益。



5Copyright © 2014 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１５年３月期第２四半期決算説明会資料

Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △７９０．０７１２３．５１２５２６４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３．５６２１，７８４１，８４６売上高

２．１ （１．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３，６３９

予想

業績予想（5/8発表）対比

１００．５

進捗率

前年同期対比実績

・ 飲料及び電機関連の荷動きが鈍化、自動車関連も消費増税前駆け込み需要の反動減が影響

・ 北海道産農産品の好調な出荷が鉄道取扱の増に寄与

・ 期末に、輸送需要の高まりから、トラック輸送やロジスティクス業務を中心とした倉庫・付帯事業が増加

１６３．５１２２３，５３２３，６５５

３３．５９２９３８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △１７７．５５△２０．３△０４３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１．２１１３６１３８売上高

０．４ （１．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２７７

予想

業績予想（5/8発表）対比

９９．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 新規の設定便業務が順調に推移

・ 社有戦力のみで業務を遂行していることから、人件費上昇により、減益

△０１．１３２７３２７６

△６３．８△１１０

増減率増減額 差額14/3期15/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・増収、増益

７、８月は天候不順に見舞われたことから、鉄道取扱やトラック輸送に

おいて、飲料及びエアコンなどの電機関連の荷動きが鈍化したほか、

自動車関連などにおいても消費増税前の駆け込み需要の反動の影響が見られ
た。

しかしながら、９月に入り、北海道産農産品の好調な出荷が寄与した

鉄道取扱に加えて、期末における輸送需要の高まりから、トラック輸送や

ロジスティクス業務を中心とした倉庫・付帯事業他の取扱いが大幅に増加。

◇警備輸送・・・増収、減益

第１四半期から始まった新規の設定便業務が順調に推移したものの、

社有戦力のみで業務を遂行していることから、当・第２四半期においては、

人件費上昇の影響を受けた。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ０１００．４１１１０．２１１０１１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３４．９３０８７１１８売上高

４．６ （５．９）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２０７

予想

業績予想（5/8発表）対比

１１８．９

進捗率

前年同期対比実績

・ 海外プラント工事が順調に売上げを伸長

・ 国内では、シャット・ダウン・メンテナンス業務、風力発電関連の取扱いが堅調に推移

３９３５．７６４１８１２４６

５．４０５５

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・増収、増益

当・第２四半期も、マレーシアにおける海外プラント工事が順調に売上げを

伸ばしたほか、国内においては、シャット・ダウン・メンテナンス業務、

風力発電関連の取扱いが堅調に推移。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △１９３．３２７５．５１２４２５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）６．８３０４４５４７５売上高

４．０ （３．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ９１６

予想

業績予想（5/8発表）対比

１００．３

進捗率

前年同期対比実績

・ 日本発輸出貨物の取扱重量が、前年比二桁のプラスで推移し、輸出が増収に転じる

・ 輸入貨物、国内貨物の取扱いも堅調に推移

２４．３３７８８１９１８

４１．７５１３１９

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △１９５．７３０△１２．４△４３３２９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△８．９△２９３３３３０３売上高

４．６ （３．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ６１１

予想

業績予想（5/8発表）対比

９７．７

進捗率

前年同期対比実績

・ 設備輸送関連の輸出が下支えをする状況が継続する一方で、太陽光パネル関連の輸入が鈍化

・ 商戦期における海外引越の取扱いが、輸出入とも好調に推移し、増益

△１４△１１．３△７５６７２５９６

１４．８１１２１３

増減率増減額 差額14/3期15/3期

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇航空・・・増収、増益

当・第２四半期は、日本発輸出貨物の取扱重量が、前年比二桁のプラスで

推移し、輸出が増収に転じた。品目別では、米州・欧州向けに自動車関連、

アジア向けには電子・電機関連の荷動きが活況。

輸入貨物、国内貨物の取扱いも堅調に推移。

◇海運・・・減収、増益

輸出は、当・第２四半期も設備輸送関連が下支えをする状況が継続。

輸入は、好調だった太陽光パネル関連の荷動きが鈍化。

内航海運の取扱いは、新造ＲＯＲＯ船投入の効果が一巡し、前年並。

一方で、商戦期における海外引越の取扱いが、輸出入とも好調に推移し、

利益を押し上げる形となった。

５月に実施した組織改正も影響。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ４１３４．９１２４９．５５１１１７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）８．３１４１７６１９１売上高

４．２ （５．１）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３６８

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０１．７

進捗率

前年同期対比実績

・ メキシコでの自動車関連の海運・輸入フォワーディングの取扱いが、堅調に推移

・ 米国での自動車関連の倉庫配送業務やトラック輸送、航空・輸出フォワーディングの取扱いが好調

・ 米国からメキシコへの航空・転送業務の減少により、減益

６１１．６３８３３５３７４

△９．２△０８８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ４１７０．５６１７１．５６３１０ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１１．５２０１７７１９８売上高

２．８ （１．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ３９７

予想

業績予想（5/8発表）対比

９９．７

進捗率

前年同期対比実績

・ 倉庫配送業務や域内のトラック輸送が苦戦

・ 航空・輸出フォワーディングの取扱いが、ドイツ、フランス、オランダを中心に、前年比プラスで推移

△１１５．９５４３４１３９５

１０４．７２２５

増減率増減額 差額14/3期15/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

「海外会社」の第２四半期は、４－６月期

◇米州・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、減益。

自動車関連のお客様が、メキシコにおける生産能力を引き続き、増強させて

おり、メキシコでの海運・輸入フォワーディングの取扱いが堅調。

米国においては、自動車関連の倉庫配送業務やトラック輸送に加え、航空・

輸出フォワーディングの取扱いも好調を維持。

一方で、米国からメキシコへの航空・転送業務の減少が、減益の大きな

要因。

◇欧州・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースの実績でも、増収、増益。

お客様の合理化の影響を受けて、倉庫配送業務や域内のトラック輸送に

ついては、苦戦をする状況が続いているものの、長引く景気低迷の影響を

受けていた航空・輸出フォワーディングの取扱いが、ドイツ、フランス、

オランダを中心に、前年比プラスで推移。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 △０８９．７８４．４０６７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１１．８２６２２３２５０売上高

１．６ （２．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４７１

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０２．１

進捗率

前年同期対比実績

・ 中国では、自動車関連のトラック輸送の取扱いが、前年対比で大幅プラス

・ 香港の航空・輸出フォワーディングの取扱い減少、中国における現地人件費の上昇等により、減益

９１４．５６０４２０４８０

△２０．５△１４３

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ０１０１．９６２２．４１５６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１８．９２４１２８１５２売上高

２．５ （２．８）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２８５

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０２．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 地域全体において、倉庫配送業務及び航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加

・ シンガポール、タイでは、重機建設事業も好調に推移する等、売上の増に寄与

６１９．８４８２４３２９１

６．８０３３

増減率増減額 差額14/3期15/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

「海外会社」の第２四半期は、４－６月期

◇「東アジア」・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、減益。

中国では自動車関連のお客様が増産を続けており、トラック輸送の取扱いが、

前年対比で大幅プラス。しかしながら、香港の航空・輸出フォワーディングの

取扱い減少、中国における現地人件費の上昇などの影響により、減益。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

地域全体において、倉庫配送業務及び航空・輸出フォワーディングの

取扱いが増加してきており、シンガポール、タイでは、重機建設事業も

好調に推移するなど、大幅に売上げを伸ばす。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ４１１７．６２３３４．４７２０２７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）７．４７２９８９１，０６２売上高

１．１ （１．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ２，０３１

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０２．６

進捗率

前年同期対比実績

・石油類の販売単価が上昇したことにより、増収

・輸出梱包等のロジスティクス・サポート事業の取扱いが堅調に推移し、増益

５３９．５１８０１，９０３２，０８４

１５．８１１０１２

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

２
Ｑ
単
四
半
期

上
半
期 ０１１２．７６１５．００６７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１４６．１１６１１１０２７１売上高

１．８ （４．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５１０

予想

業績予想（5/8発表）対比

１０５．５

進捗率

前年同期対比実績

・ 日通・パナソニック ロジスティクス社が、前年度第４四半期から連結子会社となり、増収

２８１６６．６３３６２０１５３８

△１．４△０４４

増減率増減額 差額14/3期15/3期

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

◇販売・・・増収、増益

収入面では、石油類の販売単価が上昇したこと、利益面では、第１四半期に

引き続き、輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業の取扱いが

堅調に推移したことが、主要因。

◇その他・・・増収、減益

日通・パナソニック ロジスティクス社が、前年度第４四半期から

連結子会社となり、収入の増加に寄与。
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増減要素

参考連結（第２四半期累計）変動要素

上半期平均為替レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ： １０２．４７円 （ ９５．５９円）

ＥＵＲ： １４０．４３円 （１２５．５０円）

ＨＫＤ： １３．２２円 （ １２．３２円）

ＲＭＢ： １６．６５円 （ １５．４７円）

売上高

９８．５億円

営業利益

２．０億円

為替（円安）に
よる影響

（前年同期）

軽油 ：１２１．１０円／ℓ（１１２．７２円）

ガソリン：１５２．９８円／ℓ（１４５．９２円）

船舶重油： ７３．２２円／ℓ（ ６９．３７円）

燃油費 ８．２億円

（費用増）

燃油費単価変動
による影響

（※）上半期平均為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅱ. 外部環境の変化
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2015年3月期上半期実績 1.8%

（2014年3月期実績 2.1%）

（2014年3月期上半期実績 1.5%）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%

国内事業の経営体質強化

【10月1日付組織改正】

・ 航空事業部管内大阪航空支店

海運事業部管内大阪国際輸送支店

・ 関西ブロックに、グローバルロジスティクス支店を新設

2015年3月期上半期実績 33.5%

（2014年3月期実績 32.5%）

（2014年3月期上半期実績 32.4%）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス
事業の更なる拡大

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅲ.経営計画の進捗状況

関西ブロック地域総括に移管

◇国内複合事業営業利益率３％達成に向けて

（１）コスト削減の取組み

物流業務に適さない施設については、不動産事業など他の用途での活用や売却を検討。

オペレーションの現場では、作業計画の見直しによる社有戦力の有効活用、

限界利益管理による外注費の削減、ＩＴの活用による業務の効率化、事務管理コストの

圧縮を図るなど、徹底してムダを排除。

（２）営業力の強化

三大都市圏での営業拡大のため、関西エリアにおいて、組織改正を実施。

第一の目的は、ワンストップ営業の一層の強化。組織面から陸・海・空を一本化し、

ワンストップ体制を強力に推進。第二の目的は、アカウント営業の強化。

お客様の物流の全体像を把握した上で、営業からオペレーションまで一貫して

対応することができる体制の構築。第三の目的は、ヒト・モノ・カネといった経営資源の

積極的活用。今後さらに、他の大都市圏においても、同様の取組みを進めていく予定。

（３）料金改定

９月１日に、２４年ぶりにトラック貸切届出運賃を改定。

１１月１日から積合せ届出運賃も３年ぶりに改定。

◇国際関連事業売上高比率４０％達成に向けて

日本国内における国際関連事業の拡大を推進。具体的には、海外から日本への

輸入貨物の獲得を目指す。中国・韓国へのゲートウェイである九州エリアにおいて、

港湾地域と内陸の拠点を一元化する今年５月の組織改正とあわせて、実効ある取組みを

推進。海外会社の売上高は、すでに国際関連事業売上高の半分を超えており、今後も

成長を加速させる。特にアジアをターゲットに定め、これまで以上に当社グループが

未だ進出をしていないエリア及びレーンの開拓や新商品の開発、非日系顧客の獲得

に注力。
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Ａ.連結業績予想 （変更なし）

（単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

１８９

２７７

２３４

９,１６７

2014/3期

下半期実績

2015/3期

１６０

２５０

２０２

９，１９２

上半期

１３９

２７９

２４７

９，５０７

下半期

３００当期純利益

５３０経常利益

４５０営業利益

１８，７００売上高

通期予想

◇５月８日発表の連結業績予想を据え置き

各セグメントの業績見通しも変更せず。

１０月１日付で組織改正を行ったが、報告セグメントについては、引き続き

従来の区分に則った形で開示。

◇業績予想策定の前提となる経営環境、物流業界の状況

海外経済は、世界的に地域紛争などが潜在化するなか、ユーロ圏や中国に

おいて、景気の減速感が強まっているものの、堅調な米国経済が景気回復

を牽引するものと期待。

国内経済では、企業収益の改善による設備投資の増加が見込まれている

一方、円安の影響や消費増税の負担による物価の上昇から、個人消費の

回復ペースは鈍く、景気は先行き不透明な状況で推移するものと予測。

荷動きについても、国際貨物が、世界経済の回復を背景に、輸出を中心

として堅調に推移するものの、国内貨物は、消費マインドの冷え込み

から、引き続き、消費関連貨物などが伸び悩むものと見る。
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1）複合事業

９９１７９１１４６４セグメント利益

・ 三大都市圏での営業力強化、地方圏での拠点の統廃合を含む、地域経済・マーケットの特性に合わせた
営業活動を推進

・ 料金改定やオペレーション支援システムの活用等により、採算性の向上に取り組む

概況

売上高 ３，６８４

2014/3期

下半期実績

2015/3期

７，４３８３，７８２３，６５５

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

2）警備輸送 （単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

６１２８３セグメント利益

・ 売上げは順調に推移すると見込む

・ セキュリティ向上のための車両改修により、一時費用の増を見込む
概況

売上高 ２７３

2014/3期

下半期実績

2015/3期

５５６２７９２７６

通期予想下半期上半期

◇複合事業

三大都市圏での営業力強化に加え、地方圏においても、拠点の統廃合を

含め、地域経済・マーケットの特性に合わせた営業活動を推進。

既存の業務についても、引き続き、お客様との料金改定や

オペレーション支援システムの活用などにより、採算性の向上に取り組み、

複合事業の営業利益率については、通期目標である２．４％の達成を

目論む。

◇警備輸送

売上げは順調に推移すると見ているが、下半期に車両のセキュリティ

向上のための改修を予定しているため、一時費用の増を見込む。
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3）重量品建設

８２１９１１セグメント利益

・ 通期で見た場合、売上げ、利益とも順調に推移すると見込む概況

売上高 １８５

2014/3期

下半期実績

2015/3期

４１２１６５２４６

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

◇重量品建設

通期で見た場合、売上げ、利益とも順調に推移する見込み。
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4）航空

３１６０３４２５セグメント利益

・ 日本発輸出貨物の取扱重量が、回復基調で推移する見込み

・ BILT-2（ビルト・ツー）を中心に、ロジスティクス業務の取扱拡大とオペレーション効率の改善を図る
概況

売上高 ９３６

2014/3期

下半期実績

2015/3期

１，８６２９４３９１８

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

5）海運 （単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

１７４５１５２９セグメント利益

・ 設備輸送が継続して、輸出取扱いを一定程度、下支えする見込み

・ 工場完成後の部材輸送の獲得や、既存中堅顧客の深耕及び新規顧客を開拓
概況

売上高 ６４４

2014/3期

下半期実績

2015/3期

１，２００６０３５９６

通期予想下半期上半期

◇航空

日本発輸出貨物の取扱重量が回復基調で推移するものと見る。

本年１月に稼動した、千葉県市川市の新施設、ＢＩＬＴ－２を中心に、

ロジスティクス業務の取扱い拡大とオペレーション効率の改善を図る。

◇海運

今期もお客様企業の海外進出に伴う、設備輸送が継続し、輸出取扱いを

一定程度、下支えすると見る。今後は、工場完成後の部材輸送の

獲得や既存中堅顧客の深耕及び新規顧客の開拓、産業別ではアパレルや

食品・農産物など、ターゲットを定めた営業拡大に取り組む。
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6）米州

１６３０１３１７セグメント利益

・ ブラジルにおいて、今年１月に開設した自社運営倉庫で取扱いが増加

・ メキシコ発ブラジル向け海運フォワーディングの取扱獲得にも注力

・ 米国では、航空・転送業務の減少が見込まれるが、米国内での倉庫配送業務は、好調を維持する見込み

概況

売上高 ３５５

2014/3期

下半期実績

2015/3期

７４３３６８３７４

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

7）欧州 （単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

３１００１０セグメント利益

・ 航空・輸出フォワーディングの取扱いが、ドイツ、オランダ、スペインを中心に増加傾向が継続

・ 苦戦をしている倉庫配送業務の改善等も見込む
概況

売上高 ３８６

2014/3期

下半期実績

2015/3期

８３４４３８３９５

通期予想下半期上半期

◇米州

メキシコ同様、自動車関連のお客様の多いブラジルにおいて、本年１月に

開設した自社運営倉庫の取扱いが増加しているほか、メキシコ発

ブラジル向け海運フォワーディングの取扱獲得にも注力。

一方、米国においては、航空・転送業務の減少が見込まれているものの、

米国内での倉庫配送業務は、好調を維持するものと見る。

◇欧州

欧州経済が回復に向かうなか、足元では航空・輸出フォワーディングの

取扱いが、ドイツ、オランダ、スペインを中心に増加傾向。

また、苦戦をしている倉庫配送業務の改善なども見込む。
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8）東アジア

５１４７７セグメント利益

・ 中国での自動車、電子・電機関連の航空・海運輸出入フォワーディングの需要が回復する見込み

・ 自動車関連のトラック輸送の増加等、中国国内の物流需要への対応を、今後も強化
概況

売上高 ５０１

2014/3期

下半期実績

2015/3期

１，００３５２２４８０

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

9）南アジア・オセアニア （単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

８１５８６セグメント利益

・ タイ、フィリピンでの航空・輸出フォワーディングの取扱いが好調を維持

・ マレーシア、インドネシアでの倉庫配送業務も堅調に推移
概況

売上高 ２７０

2014/3期

下半期実績

2015/3期

５８０２８８２９１

通期予想下半期上半期

◇東アジア

中国での航空・海運の輸出入フォワーディングの取扱いが、足元では

前年比プラスで推移しており、自動車、電子・電機関連の需要回復を

見込む。また、自動車関連のお客様の増産に伴うトラック輸送の

増加など、中国国内の物流需要への対応を、今後も強化。

◇南アジア・オセアニア

足元では、タイ、フィリピンでの航空・輸出フォワーディングの取扱いが

好調を維持しているほか、マレーシア、インドネシアでの倉庫配送業務も

堅調に推移。今後も、お客様の動向を注視しながら、拠点の

陣容強化や新拠点の開設を進めるとともに、効率化を推進。
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10）販売

２７５４２７２７セグメント利益

・ ロジスティクス・サポート事業が堅調に推移する見込み概況

売上高 ２，２２４

2014/3期

下半期実績

2015/3期

４，２２５２，１４０２，０８４

通期予想下半期上半期

（単位：億円）

11）その他 （単位：億円）

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想

Ｂ.セグメント別状況 （変更なし）

１３２３１６７セグメント利益

・ 日通ＮＥＣロジスティクス社が、第３四半期から連結子会社となる予定であることから、大幅な増収を見
込む

概況

売上高 ４１２

2014/3期

下半期実績

2015/3期

１，３９４８５５５３８

通期予想下半期上半期

◇販売

引き続き、ロジスティクス・サポート事業が堅調に推移するものと見る。

◇その他

日通・パナソニック ロジスティクス社に加え、日通ＮＥＣロジスティクス社も、

第３四半期から連結子会社となる見込みであることから、大幅な増収を

見込む。
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Ｃ.外部要因の前提

売上高

＋５４．５億円

営業利益

＋０．４億円

燃油費 △２．５億円

（費用減）

下半期
連結業績への影響

前提条件

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ： １０２．５０円 （ ９７．６５円）

ＥＵＲ： １４１．００円 （１２９．６８円）

ＨＫＤ： １３．２０円 （ １２．５９円）

ＲＭＢ： １６．８０円 （ １５．９１円）

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ：１１８．５５円／ℓ（１１４．９２円）

ガソリン：１５３．３７円／ℓ（１４７．２１円）

船舶重油： ７０．６３円／ℓ（ ７１．２４円）

使用量は前年と同量と想定

燃油費単価変動
による影響

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅳ.２０１５年３月期通期の業績予想
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


